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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の

調査研究、文化財保護思想の酒養と普及などを主な

目的として昭和49年に設立され、以来、数多くの遺

跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の発掘

調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第373

集として、一般県道日吉誉田停車場線の県単局部改

良工事に伴って実施した市原市空堀遺跡の発掘調査

報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、縄文時代早期の土器が出土するな

ど、この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られ

ております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、ま

た埋蔵文化財の保護に対する理解を深めるための資

料として広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただき

ました地元の方々を初めとする関係の皆様や関係機

関、また、発掘から整理まで御苦労をおかげした調

査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成11年3月31日

財団法人 千葉県文化財センター

理事長中村好成
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図版1 調査内容と出土縄文土器

凡 例

1 本書は、千葉県土木部による一般県道日吉誉田停車場線県単局部改良に伴う埋蔵文化財の発掘調査報

告書である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県市原市金剛地1，247-15ほかに所在する空堀遺跡(遺跡コード 219-077)

である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県土木部の委託を受け、財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 発掘調査及び整理作業は、調査部長沼津豊、南部調査事務所長高田博の指導のもと、主任技師加納実

が下記の期間に実施した。

発掘調査平成10年12月1日~平成10年12月15日

整理作業平成10年12月16日~平成10年12月28日

5 本書の執筆・編集は、主任技師加納実が行った。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化課、千葉県土木部、市原市教育

委員会ほか多くの方々から御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1:25，000地形図「海士有木 CNI-54・19・16-1)J 

8 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北であるO
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I はじめに

1 調査の経緯と経過

千葉県土木部によって、一般県道日吉誉田停車場線の局部改良工事が計画され、事業地内の埋蔵文化財

の取扱いについて関係諸機関が協議した結果、記録保存の措置を講ずることとなり、財団法人千葉県文化

財センターが発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は、平成10年12月1日から事業範囲258nlの確認調査を実施したO 確認調査の結果、縄文時代

早期の遺物の分布が認められたが、包含層を確認するには至らず、本調査は行わなかったO 上層の確認調

査に続き下層の確認調査を実施したが、遺物は確認されず、平成10年12月15日に調査を終了した。引き続

き、平成10年12月16日から整理作業を行い、平成10年12月28日に作業を終えたO

2 調査の方法

確認調査対象面積258nlのうち28nlの確認調査卜レンチの設定を行ったO 県道の西側の調査区を西区、

東側の調査区を東区と呼称し、確認調査トレンチを設定したO

トレンチの設定位置の決定は困難であった。これは、調査範囲が県道の拡幅部分であったため、調査範

囲の幅が、狭い地点では50cm程度で、あり、広い地点で、も 4m弱というものであったことが最大の要因であ

る。しかも、県道日吉誉田停車場線は、長生郡市と千葉市域を結ぶ道路であるため、大型車をはじめとす

る車両の往来が激しく、調査区が位置するカーブ地点は見通しが悪く、車両事故が頻発する地点であった。

このため、調査期間中は、単管パイプによる安全柵を設置することとなったO 道路舗装部から最低でも50

cm程度の間隔を保ち、調査区の内側に安全柵を設置せざるを得なかったため、トレンチを設定することの

できる範囲は一層限定されてしまうこととなったO

調査区の東側(東区)の現況は杉林の部分が多かったO この杉は、高さが15m~20m に及ぶ大木であり、

直径50cm以上にも及ぶ切り株が、約1.5m程度の間隔で調査範囲内に乱立していた。したがって、トレン

チは上述のような狭い範囲内で、切り株の周辺を避けるように設定しなければならなかったO さらに、単

管パイプの埋設部分を避けなければならない点や、調査区に隣接する畑への排土の流出の懸念、調査区に

隣接する植木の根への配慮、等、卜レンチの設定は困難を極めると同時に、 1m x 1 m程度の規模を確保す

ることが精一杯であった。

このような状況のもとに設定した確認調査トレンチの配置を第3図に示した。西区には8か所のトレン

チを設定した。北側から第1トレンチと呼称し、最も南側のトレンチが第8卜レンチとなるO 東区は、北

側のトレンチが第9トレンチ、南側の卜レンチが第10トレンチとなるO

報告に際して卜レンチの名称は、事実記載中では第1卜レンチなどと記すが、挿図中では 1Tなどと略

して記すこととしたO

3 遺跡の位置と周辺の遺跡

空堀遺跡は市原市金剛地1.247・15ほかに所在する。市原市は、房総半島の中央部から東京湾に向けて、

ほぼ南北に市域を有し、その長さは約35加にも及ぶ。市域の中央には養老川が流れ、下流域の右岸は市原
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台地と呼ばれ、台地北側には村田川が流れている。

今回調査した空堀遺跡は、村田川上流域の左岸に位置する。村田川は長生郡長柄町権現森付近を源流と

し、東京湾に向かう全長約25kmの河川である。空堀遺跡は、村田川流域の市原市瀬文付近から南に延びる

支谷の先端部上の台地に位置する。空堀遺跡の位置する台地の幅は約700mであり、標高は約97m、支谷

の標高は約68mであり、その比高差は約30mにも及ぶ。

村田川上流域の台地上は、縄文時代を中心とする時期の包蔵地として知られているが、既調査の遺跡は

極めて少なく、実体は不明な点が多い。かろうじて奈良大仏遺跡A地点1)、奈良大仏遺跡B地点2)が知られ

ている程度である。奈良大仏遺跡A地点では、縄文時代中期加曽利EII式期の竪穴住居跡が 3軒、縄文時

代の土坑が30基、平安時代の竪穴住居跡が1軒検出され、このほか縄文時代早期の撚糸文土器も出土して

いる。奈良大仏遺跡B地点では縄文時代の土坑が 1基検出され、このほか縄文時代早期の撚糸文土器・沈

線文土器・押型文土器・条痕文土器、縄文時代前期の竹管文土器や、中期の五領ケ台式土器なども出土し

ているoなお、近年ではやや下流の東国吉周辺で、大規模な開発に伴う発掘調査が行われつつあり、旧石

器時代から中世に至る遺構・遺物が検出されている。しかし、村田川下流域と比較すると、上流域での考

古学的成果は極めて限られたものであり、今回の空堀遺跡の調査は当地域の歴史を知る上で、貴重な成果

であるということができる。
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上層トレンチ配置図

西区 ④ 
東区

下層卜レンチ配置図

西区

。

第3図 トレンチ位置図
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なお、空堀遺跡は周辺の台地上の平坦部を網羅するかたちで認識されている31。縄文土器の包蔵地とさ

れ、周辺の台地上も、おおむね縄文時代の包蔵地として認識されているが、細かな時期等は明らかにされ

ていない。

注1 大村直 1992 Ii市原市奈良大仏遺跡j (財)市原市文化財センター

2 前掲注1

3 千葉県教育委員会 1987 Ii千葉県埋蔵文化財分布地図(3 ) 市原市・君津・長生地区一』

E 調査内容

1 基本層序

空堀遺跡の基本土層は、上層については第4トレンチ北壁の観察結果を、下層については第5トレンチ

南壁の観察結果を充てることとした(第4図)。なお、ここで用いる立川ローム層の層序の呼称方法は、

当センターで一般的に用いられている区分[1に準拠している O これを記すと、

1 表土

2 黒褐色土 砂質の黒褐色土を主体に少量の暗褐色土を含む。耕作土を起源とする土層。

3 明褐色土 新期テフラ(明褐色土)を主体に少量の暗褐色土を含む。

4 黒褐色土 少量の黒色土。ローム粒を含む。

lT 

南壁

5T 

南壁(西半)

-・96.8m

.97.1m 

。

4T 

北壁

10T 

北壁

第4図 トレンチ土層断面図
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5 漸移層

6 皿層

7 N層・ V層

8 vl層 (ATの混入量は市原台地上の層と大差ない)

9 W層

となる。

2 トレンチ

第1卜レンチ・第2トレンチ・第3卜レンチ・第4卜レンチ(第3図)

西区の北半に設定した卜レンチであるO 第1卜レンチの南壁で土層観察を行った(第4図)。表土(1 

層)下には、黒褐色土(2層)が堆積していた。この黒褐色土は砂質でしまりに欠け、耕作土を起源とす

るものと考えられる。古代の堆積層が耕作により撹乱した層であるのか、中世以降の堆積層であるのかは

不明である。黒褐色土の下には明褐色土(3層)が堆積していた。この層は市原台地上で散見される新期

テフデ)と呼ばれる層と同質であり、縄文時代後期中葉に堆積した可能性が高い層である。明褐色土の下

には黒褐色土が堆積していたO この層は市原台地上での縄文時代の包含層に類似するが、市原台地での縄

文時代包含層に比べ、暗褐色土の混入が著しく劣るという差がある。黒褐色土以下は、漸移層をはさんで

立川ローム層へ移行する。

第2トレンチの表土直下から縄文土器が出土している(第5図1・2)。原位置を保っていたわけでは

ないが、風化等による磨滅は進行していない破片であったO 第4卜レンチの表土直下からも縄文土器が出

土している(第5図3)。この破片も、原位置を保っていたわけで、はないが、風化等による磨滅は進行し

ていない破片であったO 第1トレンチ・第3卜レンチからは遺物は出土していない。また、いずれのトレ

ンチからも遺構は検出されなかった。

土器片の出土した第2卜レンチ・第4トレンチは、前章で述べたような杉の切り株が乱立する地点であっ

たため、拡張することはできなかった。

第5卜レンチ(第3図)

西区の南半は、道路と畑に挟まれた部分である。道路と畑の比高差は約1.5m程度あり、道路の方が高

い。道路から畑へ連なる斜面部が調査範囲であり、耕作物が植えてある畑への排土の流入が懸念された。

よって、規模の大きなトレンチを設定することができなかったO 第5トレンチはこのような状況の中、設

定可能な最大限の規模を確保した卜レンチであり、 2mx6mの規模である。

土層は2層・ 3層・ 4層が認められなかったO 先述の道路と畑の比高差は自然に形成されたものとは考

えがたいことから、人為的に土層が削平された可能性が高いと思われる。第5卜レンチからは、遺構・遺

物ともに確認することができなかったO

第6卜レンチ・第 7トレンチ・第8卜レンチ(第3図)

西区の南半に設定したトレンチであるO 第 1~第 5 トレンチに比べて表土の層厚が厚く、 70cm~80cm程

度の層厚を有していたO 隣接する第5トレンチの様相と異なることから、ボーリング棒により表土以下の

様子を調べたところ、コンクリートの感触を得たため、さらに掘削したところ、排水溝が検出された。こ

れは第6トレンチ・第7卜レンチ・第8卜レンチに認められた。ボーリング棒により、この排水溝は第5
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トレンチの南側付近までのびていることが判明したO いずれの卜レンチも遺物は出土しなかった。

第9トレンチ(第3図)

東区の北側に設定した卜レンチであるO 調査区に隣接する私有地の植木の根を傷めないために、トレン

チの幅は 1mを確保するのが限界であったo 1mx4mの規模の卜レンチである。土層は2層・ 3層が認

められなかった。東区は緩斜面から谷底に連なる部分に位置しているために、 2層・ 3層は流出してしまっ

たものと考えられる。トレンチ北側の表土直下から土器片が多く出土した。したがって包含層の有無を確

認するために、 1m単位で西側と北側にトレンチを拡張したが、土器片は出土しなかった。遺構も確認で

きなかった。

第10卜レンチ(第3図)

第9トレンチの南側に設定したトレンチである。第9トレンチと同様に、調査区に隣接する私有地の植

木の根を傷めないために、卜レンチの幅は 1mを確保するのが限界であったo 1mx3mの規模の卜レン

チである。土層は第9卜レンチと同様で、 2層・ 3層が認められなかった(第4図)。第10卜レンチから

は、遺構・遺物ともに確認できなかった。

第10トレンチ以南は、安全柵の埋設部分と私有地の植木との間隔が 1m未満の部分が大半であった。こ

の範囲で最も調査区の幅が広い部分は第10卜レンチ南側の部分であったが、この部分は私有地への進入路

であったため、第10トレンチ以南にトレンチを設定することはできなかった。

上層の確認調査の終了後、上層のトレンチを利用しながら下層の確認調査を行った(第3図)。トレン

チの規模が 1m x 1 mのものが主体であったため、卜レンチ内での調査は身動きさえもままならない状態

であった。したがってトレンチ内での掘削作業は困難を極め、いずれのトレンチも 7層下面で掘削を終了

せざるを得なかった。いずれのトレンチからも石器等は出土しなかったO

3 出土土器(第5図)

空堀遺跡から出土した土器はすべて縄文土器である。ここではそのうち図示可能なものの全点(15点)

を提示する。

1・2は第2卜レンチから出土した土器で、内外面ともに条痕が認められる。内面の条痕は器表面の条

痕に比べ、まばらに認められる。繊維の混入量は少量で、焼成は良好である。条痕の様相から、条痕文系

土器群のうちでも新しい段階に属するものとは考えがたい。おそらく田戸上層式土器(新段階)から子母

口式土器・野島式土器に伴うものと思われる。 3は第4卜レンチから出土した土器で、田戸下層式土器で

ある。 4は第9トレンチから出土した土器で、単節RLの縄文が施される。撚糸文系土器群に伴う可能性

もあるが、空堀遺跡からは沈線文系土器群しか出土していないので断定はできない。沈線文系土器群には、

東海地方では少量の縄文が施された土器群が伴うようであるが、関東地方では判然としない。時期不明の

土器片であるo 5 ~13は第 9 トレンチから出土した土器で、田戸下層式土器である。 14 ・ 15は第 9 トレン

チから出土した土器で、 1・2に極めて類似する。 1・2と同様に条痕の様相から、条痕文系土器群のう

ちでも新しい段階に属するものとは考え難い。おそらく田戸上層式土器(新段階)から子母口式土器・野

島式土器に伴うものと思われる。

-8-



喝四~ J [ J 

宮おI;認，I 
罪悪ヨ l 
e戸、:::-1 I 
，--・・・ J ) 
h相.rl 11 (9Tl 

6 (9Tl 

ささ逗;詠i門
蕊ミミζ7阿
川て-.主主 トγイ

♂提出切'"ヨー ト~イ

世田園由州拍手唱_ ， 

一一一-3伊ι且副~- 作吋

2 (2Tl 

甲.- 12 (9Tl 

阪線品、 I.).J 

句碑-- II 
演説国民町 II 
品岬-1
~叫栴!!fi'........ I 

間ザ II 

手口

。

8 (9Tl 

第5図 出土縄文土器

護雪口 掌安門
-- 9 (宮Tl 三さ鴨宮「 竹イ ) 

ぷ下弘一 「付
、‘、とミ~'" I I 

u 今ぶ:ミヘ‘ 1.1 
軒以き主主返書[(J J 
\~;..~許J編戸竹イ

15 (9Tl 

10佃

なお、図示不可能な小破片の縄文土器は、胎土・焼成から判断して、おおむね沈線文系土器群に伴うも

のと判断した。また、縄文土器以外の出土遺物としては、黒曜石のチップが1点、破砕した喋片が5点出

土しているO

注1 島立桂・新田浩三・渡辺修一 1992 ['下総台地における立川ローム層の層序区分JW研究連絡誌~ 35 (財)千葉県文

化財センター

2 近藤敏 1990 ['房総半島の新期火山灰の降下についてJW研究紀要~ II (財)市原市文化財センター
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皿まとめ

空堀遺跡からは、縄文時代早期の田戸下層式土器を中心とする沈線文系土器群が出土したO 沈線文系土

器群は、市原市域での出土例は希薄であることから、今回の報告は市原市域の縄文時代早期の分布図に新

たな地点を加えることとなったO また、金剛地周辺での発掘調査は今回がはじめてであり、周辺の縄文時

代の包蔵地とされている遺跡群の時期を知る目安にもなるO 今回は道路拡幅に伴う狭い範囲の調査であっ

たため明確にすることはできなかったが、調査区周辺は比較的広範囲な緩斜面が展開しており、将来的に

は、炉穴や包含層が確認されるものと思われる。

空堀遺跡で確認された新期テフラ(3層)は、市原台地で確認されたものと同質な状態で検出され、下

総台地では広範囲に堆積している可能性が予想される。新期テフラは後期中葉に堆積したと示唆されてい

ることから、市原台地周辺の低地の調査のみならず、九十九里沿岸地域での検出を待てば、千葉県内の縄

文時代の鍵層として活用される可能性が高い。そのような意味では、今回、金剛地地域で新期テフラが明

確に確認された意義は大きいものと思われる。
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図版 1

調査区北から 調査区南から

第5トレンチ 第 10トレンチ

第5トレンチ 第4トレンチ

調査内容と出土縄文土器



報告書抄録

ふりがな いちはらしからぼりいせき

書 名 市原市空堀遺跡

語。 書 名 一般県道日吉誉田停車場線埋蔵文化財調査報告書

巻 次

シリーズ名 千葉県文化財センター調査報告

シリーズ番号 第373集

編著者名 加納実

編集機関 財団法人千葉県文化財センター

所 在 地 干284-0003 千葉県四街道市鹿渡809-2 TEL 043-422-8811 

発行年月日 西暦1999年3月31日

ふりがな ふ り が な コ 一 ド 北緯 東経 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村|遺跡番号 。， " 。， " m' 

空堀 争長業清原市益両地 12219 077 35度 140度 19981201~ 258m' 一般県道日

1.247-15ほか 28分 14分 19981215 吉誉回停車

59秒 06秒 場線県単局

部改良に伴

う事前調査

所収遺跡名 種 ~IJ 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 百己 事 項

空堀 包蔵地 縄文時代 なし 縄文土器(早期)

千葉県文化財センター調査報告第373集

市原市空堀遺跡
一一般県道日吉誉田停車場線埋蔵文化財調査報告書一

平成11年 3月31日発行

編

発

集

行

財団法人千葉県文化財センタ一

千葉県土木部

千葉市中央区市場町1-1

財団法人千葉県文化財センター

四街道市鹿渡田9-2

大和美術印刷株式会社

木更津市潮浜2-1-10
印 即日


	序文
	本文目次
	挿図・図版目次
	凡例
	I はじめに
	1 調査の経緯と経過
	2 調査の方法
	3 遺跡の位置と周辺の遺跡

	Ⅱ 調査内容
	1 基本層序
	2 トレンチ
	3 出土土器

	Ⅲ まとめ
	写真図版
	報告書抄録

